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研究成果の概要（和文）：本研究の中で、接着性根管充填用シーラーを用いたときのガッタパー

チャで占められた面積の割合(PGP)に対する、水酸化カルシウム製剤であるカルシペックスⅡを

貼薬したときの影響を評価した。カルシペックスⅡを用いた根管に根管充填を行う際に、

Thermafil 法用いると、カルシペックスⅡの影響を受けにくく、根管封鎖性が高まり、また、

シングルポイント法を行う場合には、メタシールを用いることによって、同様に根管封鎖性が

高まることが明らかとなった。 

 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to evaluate the effect of intracanal 
dressing with Calcipex II, a calcium hydroxide intracanal medicament, on the percentage 
of gutta-percha-filled area (PGP) with adhesive root canal sealer. Calcipex II intracanal 
medicament can be used with the Thermafil system without reducing PGP, but has a negative 
effect on obturation using single-cone gutta-percha except MetaSEAL. 
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１．研究開始当初の背景 

適切で緊密な根管充填は歯内治療を成功
に導くための大切な操作のひとつである。一
般的に行われているガッタパーチャポイン
トと根管充填用シーラーを併用した根管充
填において、根管充填用シーラーはガッタパ
ーチャと根管壁の空隙を埋めるために使用
されており、その性質が根管充填の予後に大

きく影響している。近年、根管象牙質に対す
る接着性を有する接着性根管充填用シーラ
ーが開発されてきているが、その接着性は根
管貼薬剤により影響を受けることが考えら
れる。 
根管貼薬剤として水酸化カルシウムを使

用する頻度が高くなってきているが，水酸化
カルシウムは根管充填前に根管内から除去
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すべきであると考えられている。私たちは、
本研究課題を開始する前、根管内に貼薬した
水酸化カルシウム製剤を除去する方法につ
いて研究を行い、検討したどの方法も完全に
は根管内から水酸化カルシウム製剤を除去
できないことを明らかにした。 
このように除去が困難である水酸化カル

シウム製剤は、除去操作後も根管内に残存し
ていることから、私たちは根管内に残存して
いる水酸化カルシウム製剤が根管充填にど
のような影響を与えているかについて調べ
る必要があると考えた。 
接着性根管充填用シーラーへの残存水酸

化カルシウム製剤の影響を解析するにあた
り、根尖封鎖性に影響を与える根尖部の接着
状態を確実にする前処理剤の到達状態、およ
びシーラーの分布状態の観察が必須であり、
また、根尖部に残存水酸化カルシウム製剤と
接触した接着性根管充填用シーラーの理工
学的性質の変化の分析も必要であると考え
本研究を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
透明レジン製規格根管模型を用いた実験

系で、貼薬した水酸化カルシウム製剤を最も
効果的に除去できる根管形態および根管洗
浄方法を確認すると同時に、洗浄後に根管内
に残存した水酸化カルシウム製剤がその後
の根管充填に使用される接着性根管充填用
シーラーの根管内の分布状態および理工学
的性質に与える影響を解析し、根管貼薬剤と
して水酸化カルシウム製剤を使用した症例
においても接着性根管充填用シーラーの特
徴を生かして緊密に根管充填できる方法を
確立するために有用な基礎的情報を取得し、
これをひろく提供することが本研究課題の
申請時における当初の研究目的である。 
 
３．研究の方法 
(1) 洗浄後の水酸化カルシウム製剤の残存
状態の解析 
レジン製透明根管模型に、作業長を根尖相当
部から１ミリ短い長さとして次の３種類の
方法；A. K ファイルを用いた従来法 B. K
ファイルを用いたステップバック法 C. 
Ni-Ti 製ファイルのエンドウェーブを用いた
方法で根管拡大を行った。その後プレミック
スタイプの水酸化カルシウム製剤であるカ
ルシペックスⅡを拡大した根管内に貼薬し、
水硬性仮封材であるキャビトンで仮封後
37℃湿度 100％で３日間保管した。次に仮封
材を除去し、臨床で頻用されている次亜塩素
酸ナトリウム＋過酸化水素水の交互洗浄で
カルシペックスⅡの除去操作を行い、除去後
の残存状態をマイクロスコープを用いて詳
細に観察し根管形態と残存状態の関連を調
べた。 

 
(2) 残存した水酸化カルシウム製剤が接着
性根管充填用シーラーに与える影響の解析 
 
①水酸化カルシウム製剤が残存した状態を
再現した実験系の確立 
レジン製透明根管模型にエンドウェーブ

を用いて根管形成を行い、カルシペックスⅡ
の量を変化させてマイクロシリンジで根尖
部に注入した状態を、根管洗浄後に最も多く
カルシペックスⅡが残存した状態と比較し
ながら観察した。 
 
②残存した水酸化カルシウム製剤が根管封
鎖性へ与える影響の解析 
上記①で確立した実権系を用いて接着性

根管充填用シーラーのスーパーボンド根充
シーラー(以下 SBS)、AH plus jet（以下 AH）、
MetaSeal（以下 MS）を、根管充填法としてシ
ングルポイント法（以下 SP 法）と Thermafil
法（以下 TF 法）を用い、SP＋AH 群、SP+MS
群、SP＋SBS 群、TF＋AH 群、TF＋MS 群、TF
＋SBS 群の 6群に分けて、全ての標本を作業
長から 1mm と 3mm の位置で水平に切断し、断
面積に対してガッタパーチャが占める面積
の割合(以下 PGP)を測定し解析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 研究の主な成果 
① 洗浄後の水酸化カルシウム製剤の残存状
態の解析 
レジン製透明根管模型に Kファイルを用い

た従来法、K ファイルを用いたステップバッ
ク法、あるいはエンドウェーブを用いた方法
で形成された根管の中では、エンドウェーブ
を用いた方法で形成された根管からが最も
効果的にカルシペックスⅡを除去できたが、
その場合も根尖近くのカルシペックスⅡは
完全には除去できていないことが明かとな
った。 
 
② 残存した水酸化カルシウム製剤が接着性
根管充填用シーラーに与える影響の解析 
 
②-1 水酸化カルシウム製剤が残存した状態
を再現した実験系の確立 
エンドウェーブを用いて根管形成を行い、

マイクロシリンジを用いてカルシペックス
Ⅱを５mg 根尖部に注入した状態が、根管洗浄
後に最も多くカルシペックスⅡが残存した
状態に近いことが確認された。 
 
②-2 残存した水酸化カルシウム製剤が根管
封鎖性へ与える影響の解析 
作業長から 1mm では、SP＋MS 群は SP＋AH

群と SP＋SBS 群よりも PGP は有意に大きく
（図１）、作業長から 3mm では、SP＋MS 群と
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SP＋AH 群の方が、SP＋SBS 群より PGP は有意
に大きいことが判明した（図２）。また、3つ
のシーラーとの組み合わせにおいて、TF法の
方が SP 法より PGP は有意に大きく、作業長
から 1mm と 3mm において、TF＋AH 群、TF＋MS
群、TF＋SBS 群の PGP 間には有意差が認めら
れなかった（図３、４）。このことからカル
シペックスⅡを根管貼薬剤として用いた根
管に根管充填を行う際に、TF 法を行う場合に
は、AH、MS、SBS を用いると、カルシペック
スⅡの影響を受けにくく、根管封鎖性が高ま
り、また、SP 法を行う場合には、MS を用い
ることによって、同様に根管封鎖性が高まる
ことが明らかとなった。 
 
 
 
 
図１ 作業長から１mm の PGP (%) 
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図２ 作業長から３mm の PGP (%) 
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図３ 作業長から１mm の PGP (%) 
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図４ 作業長から３mm の PGP (%) 
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(2) 得られた成果の国内外における位置づ
けとインパクト 
水酸化カルシウム貼薬が接着性根管充填

用シーラーに及ぼす影響に関する国内外の
報告としては接着強度に対する影響につい
てのものが多く、本研究課題で行った PGP を
用いた根管封鎖性に対する影響をみたもの
はほとんどなかった。本研究課題で得られた
成果を公表することで、水酸化カルシウム製
剤を使用した根管を緊密に根管充填する方
法の確立に資する基礎的情報のひとつを社
会に広く提供できたのではないかと思われ
る。 
 
(3) 今後の展望 
本研究課題では残存した水酸化カルシウ

ム製剤が接着性根管充填用シーラーに及ぼ
す影響の解析にエンドウエーブを用いた方
法で形成された実験系を使用したため、根管
充填法として、根管のテーパーに適合したガ
ッタパーチャポイントを使用した SP 法と、
私たちが本研究課題を行う前に非接着性根
管充填用シーラーを用いて行った研究の中
で水酸化カルシウムが残存した状態におい
て PGP が大きいことを明らかにした TF 法で
解析を行った。今後は根管充填法として、側
方加圧根管充填法や continuous wave of 
condensation 法を用いた解析を試みる予定
である。 
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